イネの発達過程における細胞壁多糖類のアラビノース側鎖の機能に関する研究 by 住吉 美奈子
Studies on the Function of Arabinose Side










   氏名（本籍）        住吉 美奈子 （ 大阪府 ） 
 
   学位の種類          博 士（ 理 学 ） 
 
   学位記番号          博 甲 第 6917 号 
 
   学位授与年月日      平成２６年 ３月２５日 
 
   学位授与の要件      学位規則第４条第１項該当 
 
   審査研究科      生命環境科学研究科 
 
   学位論文題目     Studies on the Function of Arabinose Side Chain of Cell Wall 
                                            Polysaccharides in the Development of Rice 
               （イネの発達過程における細胞壁多糖類のアラビノース側鎖の機能に関する研究） 
 
   主査             筑波大学講師          博士（理学）  岩井 宏暁  
 
   副査             筑波大学教授          理学博士    佐藤 忍 
 
   副査             筑波大学准教授（連携大学院）  博士（農学）  玉置 雅紀  
 
   副査             筑波大学教授（連携大学院）   農学博士    南 栄一   
 
 




































               審   査   の   要   旨 
 
本論文において、アラビノース側鎖の減少は、主要架橋多糖であるキシラン量を減少させると同時にセル
ロース繊維の量を増加させることで細胞壁ネットワーク全体に影響を与えることが明らかとなったことは高
く評価できる。また、応用面でも、新たなクリーンエネルギー生産にむけての重要な提案になっているもの
と考えられる。今後、様々な生育環境における影響調査による詳細な機能解明が待たれるが、本論文におい
て、アラビノース側鎖機能の一端が解明されたことは植物の細胞壁架橋の機能解明に多大な貢献をすると考
えられ、本論文は博士の学位を授与するに十分値すると判定される。 
 平成２６年１月２３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
